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で大事なことは，乾癬はこの状態で正常とは異

なった別のバランスを保っているということで

す（もちろん病変の成立ないし治癒過程といっ

た動いている状態は除きます)。つまりどんど

ん表皮を作っていると同時にどんどん剥げおち

ている状態でもあるという意味です。そうでな

いと表皮は積み重なっていってしまうでしょ

う。この点で乾癬は腫瘍性の増殖と根本的に異

なっています。先ほどいいました乾癬に特徴的

な銀白色の鱗屑は，実はこのバランスを保つう

えで必然的に要求される冗進した落屑状態を示

しているわけです。

では，この状態をどのように定量化すること

ができるでしょうか？直観的に①どんどん

今日のテーマは尋常性乾癬です。この病気は

皮膚科ではそれほど珍しいものではありませ

ん。しかしながら乾癬は表皮という組織を考え

るとき，一つの典型的な病態モデルになってお

り，ひるがえって私たちに正常な表皮の営みを

考えさせてくれるという意味で，きわめて重要

な疾患であります。また治療に反応し，一見正

常な状態にもどすことができるという性質もも

っていますから，正常表皮の機能の－面を誇張

した状態で示しているといういい方もできるで

しょう。

さて第１表を承てふましよう。尋常住乾癬表

皮の病態生理はこの表のようにまとめることが

できます。

一つは表皮細胞増殖の冗進です。ご承知のよ

うに表皮は基底細胞層で分裂し，有疎細胞層，

穎粒細胞層へと上方に移動しながら成熟分化

し，最終的に細胞死とともに角化を完了して角

層になります。この角層は正常な状態では上か

ら順次剥げ落ちていくため，表皮は厚くしなら

ず薄くもならず一定の厚さを保っています。つ

蚕り表皮は全体として動的平衡状態にあるわけ

で，表皮細胞のｓｕｐｐ１ｙとしては細胞分裂が，

Iossとしては剥離（鱗屑）が相当し，この２つ

のバランスが崩れると，当然表皮の構造や機能

に大きな変動がもたらされることになります。

尋常性乾癬は，まず表皮細胞が増殖傾向に強

く傾いた状態と理解して下さい(第１表)。臨床

的には，このような特徴的な皮疹を作ってきま

す(第１図)。教科書的に銀白色の鱗屑をともな

う浸潤性紅斑性局面といわれるものです。ここ

第１表PathophysiologyofPsoriasis
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第１図乾癬皮疹の臨床像

銀白色の鱗屑をともなう浸潤性紅斑性局面を
認める

－３４７－ 

＊HajimellZUKA，旭川医科大学，皮膚科，教授
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うは基底細胞で近似されますが，厳密には，基

底細胞層直上の細胞層の約1/３を，また乾癬の

ように増殖が冗進した状態では数層まで上方の

細胞集団を含んでいるものと考えられていま

す。いずれにしてもｃｅｌｌｃｙｃｌｅｔｉｍｅの概念に

は，均一のgerminativecellというものが存

在しており，また個含のgerminativecellは

cellcycleに従って順番に動いているという仮

定があります（第２図)。

さて，ｃｅｌｌｃｙｃｌｅｔｉｍｅが経過するとger‐

minativecellpopulationは２倍になるわけ

ですから，細胞増殖の程度はｃｅｌｌｃｙｃｌｅｔｉｍｅ

の増減という形で定量化されることになります

(あるいはｃｅｌｌｃｙｃｌｅｔｉｍｅの逆数をとり，単位

時間あたりの細胞増殖率という形で示すことも

できます)。そこで第２表をふて染ましょう。

尋常住乾癬では明らかにｃｅｌｌｃｙｃｌｅｔｉｍｅが短

縮しています。つまり乾癬において細胞増殖が

非常に冗進していることが一応このように定量

化されたわけです。

ではこれだけ考えればよいでしょうか？。乾

癬で他に動いているパラメーターはないでしょ

うか？ここででてくるのがｔｍｒｍｖｅｒｔｉｍｅ

の概念です。turnovertimeというのは，今度

は表皮全体を平衡状態にある閉じられた細胞集

団と考え，その中で表皮細胞が分裂し，上方へ

移動し，剥げおちるまでの平均時間として定義

されたものです。つまりturnovertimeで定

義された時間がたつと，表皮は全体が置きかわ

ることになります。したがってturnovertime

は当然その中にｃｅＵｃｙｃｌｅｔｉｍｅと名付けたパ

ラメーターを含有しています。ただし，この２

つの概念は同値ではないことに注目して下さ

い。たとえばturnovertimeが一定で，かつ

細胞増殖と剥げおちるスピードが冗進したバラ

ンスも理論的にはありうるからです。実は尋常

性乾癬は表皮細胞の増殖冗進と同時に，この

turnovertimeが異常に短縮していることが

大きな特徴なのです。第２表を承ると乾癬では

turnovertimeが異常に短縮していることが

わかるでしょう。これで病態生理の２番目まで

第２図celIcycleの模式図
本文中の仮定の妥当性については実は大きな議

論がある。この図で示すＧｏの概念がそれで，

Goに属する細胞集団はcellcycIeには直接含

まれないが，なんらかのシグナルによりcycle

に移行して細胞分裂に至るものと考えられてい

る。だとするとgerminativeceIlpopulation

は単一ではない。ＧＩとＧｏに属する細胞は事

実上区別がつかないためcellcycIe時間を決

定するに際してgrowthfractionという概念

を採用し，本当にcycleをまわっている細胞の

論がある。この図で示すＧｏの概念がそれで，

Ｇｏに属する細胞集団はcellcycIeには直接含

まれないが，なんらかのシグナルによりcycle

に移行して細胞分裂に至るものと考えられてい

る。だとするとgerminativeceIlpopulation

は単一ではない。ＧＩとＧｏに属する細胞は事

実上区別がつかないためcellcycIe時間を決

定するに際してgrowthfractionという概念

を採用し，本当にcycleをまわっている細胞の

割合を決定するのだが，この部分で大きな誤差

が生じ，狭義の表皮のｃｅｌＩｃｙｃｌｅｔｉｍｅについ

ては今でも論争がつづいている。また，股近の

移行確率モデルに従えばgerminativecelIpo‐

pulationは単一となるが，この場合はそもそ

もcellcycleという時間的に連続した概念そ

のものが成立しなくなってしまう。いずれにし

ても後述のｔｕｍｏｖｅｒｔｉｍｅとの関連における

cellcycletimeは，それらの要素をある程度含

めた暫定的な平均時間として解釈すべきである。

作られる状態を示すパラメーターと②どんど

ん剥げおちる状態を示すパラメーターが考えら

れます。しかし平衡状態にあるわけですから，れます。しかし平衡状態にあるわけですから，

この２つはうち消しあっていることになりま

す。つ蚤り①と②は概念的には異なるものの，

結局同じ現象を象ていることになり，片方だけ

で十分です。そこで①だけをとりこれをcelI

cycIetimeと便宜的に呼びましょう。このcell

cycletimeは，表皮のgerminativecellpo‐

pulationというものを想定し，この細胞集団

が分裂して細胞数が２倍になるために要する平

均時間と定義されます。germinativecellとは

分裂する能力のある細胞のことで，いいかえる

と十分時間を与えると必ず分裂する細胞のこと

です。表皮においてgerminativecellはふつ

－３４８－ 
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第２表EpidermalCellKineticsmPsoriasiｓ

TurnoverTime*＊ CellCycleTime＊ Ａ、

２８０４＋14）ｄａｙｓ 

４（２＋２）ｄａｙｓ 

４５７ｈ 

３７ｂ５ｈ 

Normal 

Psoriasis 

＊Weinstein＆FrostArchDermatol11971 

*＊ＶａｎＳｃｏｔｔ＆FarberDermatologyinGeneraIMedicinej1971 

TransitTime 
CeIlCycleTime TurnoveｒＴｉｍｅ 

ｖｉａｂｌｅｈｏｍｙｌａｙｅｒ 

Ｂ、

1４ 

２ 

３９ｄａｙｓ 

５．２５ｄａｙｓ 

1２ 

１．７５ 

Normal 

Psoriasig 

1３ 

１．５ 

WeinsteinetaLJInvestDermatol，１９８４１９８５ 

ｔｉｍｅが存在しない(Ｏである)組織ではcell

cycletimeがturnovertimeに一致してい

るといういい方になり，これが①式の理論的裏

づけになっているわけです。また，この３つの

パラメーターのうち２つが決まると①式より残

りの１つが自動的に決まりますから，ふつうは

turnovertime，ｃｅＵｃｙｃｌｅｔｉｍｅの２つを考え

ることにしています。先ほどいいましたように

turnovertimeにはｃｅｌｌｃｙｃｌｅｔｉｍｅが内包さ

れていますから，本当はｃｅｌｌｃｙｃｌｅｔｉｍｅと

transittimeの２つを考えた方が良いかもしれ

ません。

さて，第２表をもう一度ふてください。第２

表のＡの数字は，正常および乾癬表皮のcell

cycletimeとturnovertimeを示しています。

いずれも非常に有名な数字です。たとえば表皮

は約１カ月(28日)かかって置きかわるなどとい

う表現をきいたことがあるでしょう。この表現

の出典は，実はこの数字にあるのです。この表

でturnovertimeはviableとhornylayer

の２つの部分に分けてあります。viableとは

基底細胞層から上方，穎粒細胞層までの生きて

いる部分のturnoverという意味です。

そこで今までの議論から，これらの数字を並

ぺて承ると，根本的にこの２つの数字が矛盾し

ていることがわかるでしょう。正常のところを

ふてください。ｃｅｌｌｃｙｃｌｅｔｉｍｅ淀457時間とい

う数字があります。これは日数に換算すると約

－３４９－ 

説明いたしました。

さてもう一度いいますが，第１表の１と２は

独立した概念です。この２つが独立している理

由は単純にいえば，turnovertimeには細胞増

殖のほかに表皮細胞が上方へ移動し剥げおちる

までの時間の要素が入っているからです。これ

をtransittimeと名づけましょう。turnover

time，cellcycIetime，transittimeの３つ

のパラメーターの間には次のような関係が成り

立ちます。いずれも個斉の細胞によってばらつ

きがありますから，平均的な時間と理解して下

さい。

turnovertime＝cellcycletime＋transittime 

……① 

ここで①式の意味をもう一度考えて染ましょ

う。まず問題を単純化して表皮が単層の上皮だ

と仮定して家主す。たとえば消化管粘膜のよう

なものです。分裂により増えた細胞は，組織構

築が正常状態にあるかぎり，上方へ動かざるを

えません。上にずれた細胞は仮定により組織が

単層なのですから，ただちに剥げおちることに

なります。この状態ではｃｅｌｌｃｙｃ１ｅｔｉｍｅは

turnovertimeに一致していることがわかりま

す。細胞数が２倍になることは，細胞集団がち

ょうど全部おきかわることと同じだからです。

これを逆にいうと単層上皮のようにtransit
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19日です。生きている部分のturnovertime

が14日しかないのにｃｅｌｌｃｙｃｌｅｔｉｍｅが１９日も

かかってしまったのでは，先ほどの①式は明ら

かに成立しません。この数字は，どちらかが

(あるいは両方とも)間違っているに違いありま

せんｏ

第２表のＢに新しい数字を示してあります。

これによると正常表皮のｃｅｌｌｃｙｃＩｅｔｉｍｅは１３

日，transittimeはviable，hornylayerあ

わせて26日，turnovertimeはしたがって39日

という数字になっています。Ａの数字より

turnovertimeはかなり長くなりました。昔の

４週間（約１カ月）という数字は，約40日とい

う数字におきかえられたわけです。

尋常性乾癬の数字はどうでしょうか？これ

もＡとＢでは若干異なっています。ただし最終

的に乾癬において細胞増殖が冗進し，turnover

timeが短くなっているという結論だけは動い

ていません。とくにturnovertimeについて

は約７倍のスピードで乾癬表皮のturnoverが

おこっているという結論が保持されています。

次に病態生理の３番目に入りましょう（第１

表)。表皮は元来防御的な臓器で，この場合,死

んだ組織すなわち角層が生体を守っています。

角層はいろいろな異物，毒物が生体内に入るこ

とを防ぎ，同時に水が逃げていくことを防ぐこ

とによって守っているわけです。ですから角層

を作ることが表皮の根本的な機能となり，この

過程を総称して角化とよんでいます。乾癬では

この角化過程がうまくいっておらず，不完全な

角層しかできていません。

さて，ふつう角層は肉眼では設えません。ふ

だん設えない角層がふえているのですから，乾

癬の病変部ではhyperkeratosisがあるに違い

ありません。それにもかかわらず，この角層は

防御的にはきわめて不完全なのです。ここから

はどんどん水分が逃げていきますし，いろいろ

な物質がまわりの健常部より入りやすくなって

います。後者の性質は逆にいろいろな薬剤も中

に入りやすい（基底細胞層に届きやすい）こと

を意味しておりＬ治療に際して，乾癬皮疹部で

－３５０－ 

局所外用療法が有効である根拠の１つにもなっ

ていることに注目してください。steroidでも

anthralinでも乾癬皮疹部では健常部と比べ，

はるかに中に入りやすくなっているのです。

では，この第１表の３にあたる角化異常は，

１あるいは２とどのような関係にあるのでしょ

うか？。１と２の関係のように独立した現象で

しょうか？。今度は違います。先ほど私たちは

尋常性乾癬では約７倍のスピードでturnover

がおこっていることを知ったのでした。これは

いい方をかえると（第２表のＢから）正常の状

態で約25日かかって作ればよい角層を乾癬で
は，わずか1/７の時間で作らなければいけない

ことを意味します。納期を極端に急がされた工

場のようなもので，乾癬では製品である角層は

それだけで不完全なものになってしまうでしょ

う。つまり乾癬の病態生理の角化異常は，２の

turnovertimeの短縮で説明可能な現象なので

す。したがって，３は２に従属することになり
ます。

以上のことは乾癬における角化のパラメータ

ー(ケラチン線維を含めた各種角化のマーカー）
が正常とまったく異なっているといういくつか

の報告に矛盾しません。なぜなら正常表皮を実

験的にturnover冗進の状態にもっていくと，

乾癬と同様な角化のマーカーを示すようになる

ことが知られているからです。つまり表皮は，

急速に角化しなければならないような状況にお

いこまれると，正常ではふつう認められないよ

うな角化パターンを呈するポテンシャルをもっ

ており，乾癬は単に角化のスピードが速くなっ

たために一見，特殊な角化を示すようになった

と考えればよいのです。

乾癬表皮の病態生理はこのように結局，第１

表の１と２にまとめられるわけですが，ここで

病態生理の表現としての病理組織像を考えて承

ましよう（第３表，第３図)。

まずあげられるのが，hyperkeratosiswith

parakeratosiｓです。これは先ほどいった細胞

増殖の冗進を代償する剥離機構，それも不完全
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第３表HistopathologyofPsoriasis

1．hyperkeratosiswithparakeratosis 

2･absenceofgranularlayer 

3・eIongationofreteridges

4･elongationandedemaofpapillae 

5・incre2s2dmitoses

6･Munro,smicroabscess 

な剥離に対応するものと考えられま

す。角化のプロセスを角層が剥げおち

るまでも含めたより広い現象と解釈

し，この剥離機構もturnoverが速い

がゆえにうまくいっていないと考える

~､L, 

』｡

－火Ｐ｣･JＯ－ｊ

がゆえにうまくいっていないと考える 第３図乾癬の組織像

わけです。また正常な状態では，穎粒parakeratosisをともなうhyperkeratosis,granu1ar
Iayerの消失が認められる。表皮の構築は全体として

層から角層にかけて脱核現象がおきま basalcelllayerがふえているpatternであることに

すが，それも乾癬ではturnoverが速注目すべきである

いため間にあわないことになります。

結果的に残存した核がparakeratosisとして

認識されるわけです。

２もまったく同じ理由です。正常では表皮細

胞は角化の過程でケラトヒアリン穎粒を作り，

これが組織学的に穎粒層として認められるわけ

ですが，乾癬ではやはりそれ＄間にあわず，し

たがって穎粒層が事実上なくなってしまいま

す。このケラトヒアリン穎粒は角層に至り，ケ

ラチソ線維と共同して正常のケラチソパターソ

を呈すると考えられていますから，ここにも角

化過程が不完全になる理由が存在しています。

つぎの３と４はいっしょに説明しましょう。

まずreteridgeとpapillaということばがあ

ります。papillaは真皮乳頭で，文字どおり真

皮成分が乳頭状に上方に突出した構造をもって

います。ではreteridgeはどうでしょうか？

よく尋常住乾癬ではreteridgeが梶棒状に下

方に突出しているなどといいます。２次元的に

病理組織標本としてふる場合はそれでよいので

すが，この場合，大事なことはreteridgeは

３次元的には決して梶棒状にはなっていないと

いうことです。どういうことかといいますと，

真皮乳頭の方は３次元的にも乳頭状に（あるい

は梶棒状に）上方に突出しているわけです。屯

し，それに対応するreteridgeも梶棒状なら

ば，どういうことが起こるでしょうか？この

２つを重ねあわせると，すきまができてしまう

のです。カステラの底に指を開いて突きさし

てみます。指を抜いて承ると残ったカステラ

部分，つまり表皮に相当する部分は決して梶

棒状突起ではないことがわかるでしょう｡rete

ridgeの訳として，たとえば表皮突起というこ

とばを使いますが，よくありません。そのまま

訳せば網状突起でしょうが，表皮稜ということ

ばがあり，これが一番実際のイメージに近いよ

うです。稜は稜線の稜，つまり尾根あるいは山

脈のようなものです。

さて２と３でいっていることはreteridge

が下方に延長し，papillaが上方へ突出してい

るということです。この２つは表裏一体をなし

ています。acanthosis（表皮肥厚）という言葉

をあえて使用していないことにも注目して下さ

い。なぜなら乾癬でふられるのは単純なacaL

thosisではないからです。reteridge部分は

確かにacanthosisが存在しますが，papilla

の上の表皮はpapillaが上方に突出しているた

めにむしろ薄くなっているのです。突出した

papillaでは浮腫がみられ，また血管拡張があ

－３５１－ 
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り，これが臨床的に紅斑性局面の紅斑として認

識されます。papillaの上の表皮はむしろ薄く

なっていますから，爪で角層を剥がしていく

と，その部ではその直下の拡張した血管から

血液が惨承出てくることになります。これが

Auspitz現象とよばれるものです。乾癬は臨床

的に浸潤をふれ，表皮が非常に厚くなっている

ように象えますが，単純なacanthosisと異な

り,血管は実はすぐそばにあるのです。Auspitz

現象が大事な理由はここにあります。単純な

acanthosisなら血管ははるかかなたにあり

AuSpitz現象は認められません。

さて３と４からなる特徴的な組織構築の意味

するものは何でしょうか？尋常性乾癬を,私た

ちは細胞増殖の冗進とturnovertimeの短縮

として理解したのでした。第３表の１，２，５は

この表現として説明されますが，３と４はどう

でしょう。そこでこのような組織構築で表皮の

構造のどこが一番変わったかを考えて承輩しよ

う。すでにいいましたように，表皮で細胞分裂

がみられるのは基本的に基底細胞層で，このこ

とは尋常性乾癬においても例外ではありませ

ん。乾癬では数層上の細胞でも分裂がおこって

いるのですが，中心はあくまでも基底細胞層な

のです。そこで，その目で乾癬の３と４からな

るpatternを染て染ましょう。そうすると，こ

の構築の意味が明らかになってきます。この

patternは結果的に基底細胞層の面積を非常に

大きくしているのです。ちょうど表皮が異常

に多く分裂しなければならないような状況にお

いこまれたために，表皮は（分裂に関与する）

基底細胞層の面積を増やして対応しているよう

にも糸えます。皆さんはatrophyというのを

知っているでしょう。表皮が非常に薄くなり，

表皮細胞のsupplyがほとんどなくなっている

状態です。このとき，組織構築はどうなってい

るでしょうか？そうです。尋常性乾癬と逆に

reteridgeもpapillaもないツルンとした平

面になっています。そしてこれは基底細胞層の

面積という意味では，もっとも少ない状態にな

っていることもわかるでしょう。

－３５２－ 

こうして乾癬の病理組織の１から５までは乾

癬の病態生理に直結した現象として説明された

わけです。両者は相互に必然的な結びつきにな

っています。ですから表皮細胞増殖が冗進し，

turnovertimeが短縮している状態では，たと

え乾癬でなくても類似の組織像が期待されま

す。他の表皮の炎症性疾患で，乾癬様組織反応

(pgoriasifbrmtissuereaction）といういい方

をすることがありますが，これは今まで述べた

ような組織構築をパターン化して病態生理的に

とらえたものなのです。逆に乾癬という病気

は，このような病態がなぜかある特定の個人

に，一見何の理由もなくおこってしまうところ

に問題があるのです。

さて最後にDIumro,smicroabBceggが残りま

した。これは典型的には角層下の多核白血球の

集合した像として認められるものですが，これ

だけは以上述べてきた乾癬の病態生理とうまく

関係づけられません。つまり今まであげてきた

病態生理と直接結びつかない独立した現象であ

り，それゆえにきわめて重要です。なぜなら他

の組織所見は病態生理の１と２から期待される

像であり，いわば乾癬の病態生理の下部構造に

なっていますが，この所見だけは，もしかする

と他の病態生理の原因となりうる，よりＰｒＬ

ｍａｒｙな現象かもしれないからです。

このMunro'smicroabscessは，表皮に多

核白血球が集まってくる状態として一般化され

ます。この所見は乾癬のもっとも初期に承られ

る現象の一つであると同時に，むしろそれが病

変の主体を占めることがあります。膿庖性乾癬

におけるKogojのspongifonnpustuleとい

われるものです。なぜ多核白血球が集まってく

るかについては，現在大きく２通りの説があ

り，炎症性変化にともなうアラキドン酸代謝産

物（１２HETE，IeukotrieneB4）によるもの

と補体の活性化産物であるC5aによるものとが

考えられています。乾癬皮疹部表皮では両者と

もにその代謝産物の存在が認められており，お

そらく両方とも白血球の遊走に関与しているも

のと考えられています。
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<誇張された状態であらわれたにすぎません。

逆にいうと，軽度の炎症性変化で一気に細胞増

殖とtumoverrateの冗進にいってしまう状

態(素因)が乾癬であるということになります。

たとえば正常人では，刺激として認識されない

ような，こする程度の刺激で発疹が出現しま

す。K6bner現象という名で知られています

が，この程度の刺激で皮疹の発現には十分なの

です。先ほどの白血球の遊走についても，この

現象がprimaryかsecondaryかはさておき，

この細胞が種斉の炎症性mediato1Pをもってい

ることを考えますと，もし白血球が集まってく

れば，素因のある乾癬の患者では，正常人より

ずっと早くpso｢iasiformtissuereactionを

おこすであろうことが期待されます。このよう

な状態(素因)こそが乾癬の本体であろうと私た

ちは実は考えているわけです。

乾癬には遺伝関係があり，ＨＬＡ－Ｃｗ６と強く

ｌｉｎｋすることが知られています。欧米と比べ

て日本人に乾癬の少ない理由は，Ｃｗ８の発現

頻度が人種的に少ないからとされています。た

だしこの相関の意味するものは，乾癬の病態に

関与する遺伝子座がもしあるとすると，その１

つがＣＩｏｃｕｓの近傍にありそうだということ

を示唆しているにすぎません。Ｃｗ６と関係の

ない乾癬も，また家族歴のない乾癬もむろん存

在しています。

いずれにしても乾癬の場合，素因としてあ

り，また遺伝するのは，表皮の調節系に請ける

脆弱性であると私たちは考えています。脆弱性

ですから一見正常にふえるわけで，なんらかの

(たとえば炎症性の）刺激がきて初めて機能欠

損が発現されることになります。そこで乾癬無

疹部表皮における正常表皮とは異なった弱さ

を，それもなんらかの刺激のあとに初めて発現

してくるような弱さを捜していこうということ

になります。たとえば，表皮細胞増殖の抑制機

構に潜在的な欠損がないかどうかを考えるわけ

ですが，残念ながらスペースの関係でここでは

これ以上たちいることができません。

残念ながら，この白血球の遊走が表皮細胞の

増殖の冗進やturnovertimeの短縮とどのよ

うに結びついているかを示す直接証拠がありま

せん。そもそもアラキドン酸代謝産物は，炎症

において非特異的に出現してきますし，Ｃｓ。に

ついても，この物質が遊離されるのは補体の活

性化経路の中期以降ですから，classicalpatL

way，alternatepathwayのいずれでもよいわ

けで，その意味では非特異的です。必ずしも免

疫複合体による活性化でなくてもよいのです。

さらに角層は，生体の免疫監視機構からはず

れている異物であり，正常人でも抗角層抗体が

流血中に存在していることを考慮に入れます

と，乾癬では流血中の抗角層抗体が角層に届き

やすいために免疫複合体ができ，結果的に補体

を活性化してC5aが遊離してくることも考えら

れます。なぜなら先ほどいったように乾癬皮疹

部では角化異常があるために，いろいろな物質

が通過しやすくなっているからです。血液由来

の漿液成分が下から上に通過しやすいことも十

分考えられるでしょう。こうなるとＣ５ａの生成

に関していえば，病変をひきおこすtriggerで

あるというより，むしろ病変があるから補体が

活性化されたことになってしまいます。また，

アラキドン酸代謝産物も，結局表皮に炎症性の

病変があるからでてきた２次的現象であると考

えてもなんら矛盾しないでしょう。

ここに至って私たちは，乾癬の本当の病変成

立過程が実はまったくわかっていないのだとい

うことに気づかされたわけです。では結局，乾

癬とにいったい何なのでしょうか？

ここで手がかりになるのが先ほどのpsoriasi‐

formtissuereactionの概念です。慢性の炎

症があると表皮はしばしば乾癬様組織榊築を呈

します。脂漏性湿疹が股も有名ですが，慢性

湿疹でさえ乾癬様の組織をきたすことがありま

す。このことは，正常の表皮であっても炎症

が十分続くと，表皮はpsoriasiformtissue

reactionをおこすポテンシャルをもっている

ことを意味します。乾癬では単にそれがより強

－３５３－ 



－皮膚科の臨床・1987-

この講義で示された乾癬についての理解は，

むろん最終的なものではなく，厳密にいえば私

たちの作業仮説にすぎません。人によっては相

当異なった答案も成立するはずです。いずれに

しても，この病気は表皮の病態生理の上できわ

めてユニークな位置を占めますし，psoriasi‐

fonntissuereactionということばで一括され

る反応のprototypeとしても非常に重要です。

また，ひるがえって正常の表皮の営梁を，不断

にturnoverを繰返しながら過不足なく動的平

衡状態を保ってくれている正常表皮というもの

を，私たちに示し考えさせてくれるという意味

で，非常に示唆に富む教育的な疾患であるとい

うこともいえるのです。
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